
防コミの歩き方たずね歩き消防団
●消防出初式
「ただ今から消火訓練を開始します」。若
き指揮者の号令により、神戸市消防出初式
市民放水演技が開始されました。
今年の出初式では、本山第二小学校区

防災福祉コミュニティ、神戸学院大学の放
水隊と共に兵庫区内5中学校で結成されて
いる防災ジュニアチームの皆さんによるバ
ケツリレー訓練がおこなわれました。
総勢約40人の隊員の指揮をとったのは

吉田中学校防災ジュニアチームの代表で、
防災ジュニアチームは学校ごとに色とりど
りのチームベストを着用し、元気よく消火
訓練を実施してくれました。

●兵庫区防災ジュニアチームとは
兵庫区防災ジュニアチームは、阪神・淡

路大震災で活躍した中学生の力をいざとい
う時に発揮してもらおうと、平成12年の須
佐野中学校の防災教育から始まり、現在で
は兵庫区内の5つの中学校すべてで結成さ
れています。
各中学校ごとにおこなわれているこの防

災学習は、学校、消防団、消防署だけで
なく防災福祉コミュニティや地元企業など
の支援を受けて実施しており、このため単

なる防災学習というだけでなく、いわば地
域公認の防災の担い手を育てるという取り
組みとなっています。
現在では、防災福祉コミュニティで実施

する訓練に防災ジュニアチームとして参加
するなど、より一層防災福祉コミュニティと
学校の距離が近くなりました。また、近隣
幼稚園と合同
訓練を実施す
るなどさまざ
まな行事へ参
加しており、
中学生の力を
PRしています。
●初期消火成功事例
平成26年6月に防災学習を終えたばかり

の須佐野中学校1年生3人が火災現場を通
りがかり、119番通報、初期消火を実施
し、被害を最小限に抑えました。平成25
年にも中学生が火事を消し止めたという事
例もあり、まさにこの取り組みの成果であ
るといえます。
●震災20年を迎えて
この兵庫区防災ジュニアチームが、ここ

まで取り組みを継続してこられましたのは、
神戸を災害に強いまちにしたいという、防災
福祉コミュニティの皆さんをはじめとした市
民全員の強い思いの賜物だと思っています。
これからも中学生がこの取り組みを通し
て、「命の尊さ」「助け合いの大切さ」を学び、
成長してくれることを楽しみにしています。

（兵庫消防署）

私が東灘消防団御影西分団に入団させ
ていただいてから、ありがたいことに22年
もたちました。役職的には副分団長という
恐れ多い立場にいる私ですが、至らぬこと
が多く、団長や先輩、後輩に迷惑ばかりか
けております。最近の大失態といえば、服
装間違いです。消防団には活動に応じてさ
まざまな服装が用意されています。日常活
動で着る活動服、消火活動で着る防火服
などどれもすごく格好いいです。特に格好
いいのは式典などで着る制服です。真っ黒
の制服の胸にキラッと階級章が光ります。
そこで、私の大失態ですが、毎年、東灘
消防団では1月末の日曜日に東灘消防団出
初式と東灘市民放水大会が開催されます。

東灘消防団員全員が制
服で勢揃いし、防災福
祉コミュニティの方や
地元の事業所の方とと

もに放水訓練、炊き出し訓練などをして防
災と地域交流を図る行事です。その伝統あ
る式典の集合場所に、私は活動服で登場し
てしまいました。集合場所から一人だけ見
えた後輩の姿が制服だったので、私は、先
輩風を吹かせながら「あれ、○○さん、服
装間違えてるよ！」と。そして、その直後に
私の目に飛び込んできたのは、整然と並ぶ

制服姿の団員たち！ 
一目散に家へ着替
えに帰りました。私
の背中には団員た
ちの笑い声が響い
ておりました… 22年間も東灘消防団出初
式に参加しているのに、いまだにこんなミ
スをしているダメ副分団長です。そんな至
らぬ私が今もこうして充実した消防団活動
ができるのは、温かい先輩や頼もしい後輩
が居てくれるからです。本当に感謝してい
ます。
現在、御影西分団は団員を募集していま

す。当分団の活動が成立しているのは、先
輩方に無理を言って団に残っていただいて
いるおかげです。若い団員さんも増えてき
てはいるものの、高齢化の波には逆らえま
せん。もし、東灘区でこの冊子を読まれて
いる方で、楽しくやりがいのある消防団活
動をやってみたい方は、お気軽に私たち消
防団員や消防署にお声掛けください。その
時は「御影西分団に
どうしても入りたい
んです！」の一言をよ
ろしくお願いします。

（東灘御影西分団　副分団長　川崎恭雄）

御影西分団団員募集中！ 兵庫区中学校防災ジュニアチームの勇姿！
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